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論文内容要旨 

 

近年，接着系材料をはじめとし多くの象牙質知覚過敏抑制材(以下，抑制材)が開発され臨床応用さ

れているが，透過抑制率の経時的な変化についての報告はあまりされていない．今回，抑制材塗布後

の保管環境が象牙細管封鎖性に与える影響について検討を行った． 

抑制材として，GLUMA® Desensitizer（Heraeus Kulzer，以下 GL），SUPER SEAL®（Phoenix Dental，

以下 SS），MS Coat ONE（サンメディカル，以下 MO），nano seal®（日本歯科薬品，以下 NS），Teethmate® 

Desensitizer（クラレノリタケデンタル，以下 TD），SHIELD FORCE PLUS（トクヤマデンタル，以下 SP）

を使用した．被験歯に健全ヒト歯大臼歯を用い，モデルトリマーと耐水研磨紙にて＃600まで研磨し直

径 8 mm，厚さ 1mm の象牙質ディスクを作製した．試料を，象牙細管内液を満たした試料ステージに装

着し，各抑制材の塗布前後の象牙細管内液の移動量から透過抑制率を測定した．その後，各試料を蒸

留水，または人工唾液サリベート®（帝人ファーマ）に浸漬し 37℃恒温下に保管し，24 時間後，1週間

後の移動量から各保管条件下の透過抑制率を測定し，一元配置分散分析および Tukey の分析により統

計処理を行った（n=5）． 

蒸留水中に保管した場合，すべての抑制材について塗布直後に比べて１週間後の透過抑制率は低下，

もしくは低下傾向であった．サリベート中に保管した場合，GL，SP では塗布直後に比べて 1 週間後の

透過抑制率は低下傾向であったが，SS，MO，NS，TD では塗布直後に比べて 1 週間後の透過抑制率は上

昇，もしくは上昇傾向であった． 

以上の結果から，ヒト口腔内を模倣した人工唾液中に保管した場合，象牙質知覚過敏抑制材 SUPER 

SEAL®，MS Coat ONE，nano seal®，Teethmate® Desensitizer について経時的な象牙細管封鎖性の向上



が認められ，バイオアクティブな作用がおこる可能性が示唆された． 

 
論文審査結果要旨 

本研究では，象牙質知覚過敏抑制材の象牙細管封鎖性について，象牙質知覚過敏症罹患モデル象牙

質を用いて，象牙質透過抑制率の測定を行うことに加えて，象牙質知覚過敏抑制材塗布後の保管環境

が象牙質透過抑制率の経時的な変化に与える影響について検討を行っている． 

象牙質透過抑制率測定試験では，象牙質知覚過敏抑制材 GLUMA® Desensitizer，SUPER SEAL®，

MS Coat ONE，nano seal®，Teethmate® Desensitizer，SHIELD FORCE PLUS それぞれについて，

塗布後に蒸留水，人口唾液に浸漬し，24 時間後，1 週間後の象牙質透過抑制率を測定し，塗布直後の

象牙質透過抑制率と比較している．その結果，蒸留水中に保管した場合，すべての象牙質知覚過敏抑

制材について塗布直後に比べて１週間後の象牙質透過抑制率は低下，もしくは低下傾向であった．人

口唾液中に保管した場合，GLUMA® Desensitizer，SHIELD FORCE PLUS では，塗布直後に比べて

1 週間後の透過抑制率は低下傾向であったが，SUPER SEAL®，MS Coat ONE，nano seal®，

Teethmate® Desensitizer では，塗布直後に比べて 1 週間後の透過抑制率は上昇，もしくは上昇傾向と

の結果が得られた． 

これらの結果より，蒸留水中では，象牙細管を封鎖している各象牙質知覚過敏抑制材の成分が溶出

してしまったため，象牙質透過抑制率が低下したと考えられる．人工唾液中では，GLUMA® 

Desensitizer，SHIELD FORCE PLUS は人工唾液中のイオンをリチャージするなどの作用がなく，

バイオアクティブな効果が起こらなかったため象牙質透過抑制率が低下したと考えられる．SUPER 

SEAL®，MS Coat ONE，nano seal®，Teethmate® Desensitizer は人工唾液中のイオンの影響により

象牙質表面に形成された凝集物の結晶化が促進され，象牙細管を封鎖するなどバイオアクティブな作

用が生じたため象牙質透過抑制率が上昇したと考えられる． 

以上，象牙質知覚過敏抑制材の象牙細管封鎖性について，象牙質知覚過敏症罹患モデル象牙質を用

いて，象牙質知覚過敏抑制材塗布後の保管環境が象牙質透過抑制率の経時的な変化に与える影響につ

いて明らかにし，ヒト口腔内を模倣した人工唾液中では，象牙質知覚過敏抑制材 SUPER SEAL®，MS 

Coat ONE，nano seal®，Teethmate® Desensitizer の象牙細管封鎖性が経時的に向上し，バイオアク

ティブな作用がおこる可能性を示した点において，本論文は博士（歯学）の学位を授与するに値する

と判定した． 

なお，外国語１か国語（英語）について試問を行った結果，合格と認定した 

 

 

 

 

 

 


